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觀蛛の 話（放送原稿） 

昭和14年6巧8曰（木）午を 5. 30—5.00 
中等擧をの時閒 （ JOAK ) 

樞 村 利 夫 

苦源颗光が尘蜘蛛を退治したといふお話はす貧釀も己にお聞きになつを事であ 
らうと思ふのでをりますが，をれは確か大きな S つ目の怪物であつたやうに記 
憶してたます。こうしを物請がをることに依つても明らかなるがやうに，一雀 
に蜘蛛といふ動物は，人々からは無氣味なグロテスクなものとして披はれてわ 
るやうでをりますが，よく硏究してみますとこの蜘蛛でも中々可愛いものであ 
りまして，特に其の習性等に於ては屋蟲等よりも遙かに興味の深いものがある 
のでありまず。私はこの人に嫌はれてたる蜘蛛に就て，約十年間も研究を綾け 
てまいつをものでありまずが，今ではもう面も < つて，食事をいたぐく時間さ 
へも楷しい位に，蜘蛛の研究には興味を感じてねます。乃今からこの蜘蛛に就 
て皆株にお聞きしていただいて特にをらし <，且面白いと思はれるやうな事柄 
を二云選びまして，お話申上てみたいと思ふのでをります。 

日本には壓に一千穂が上の狐!蛛が據んでゐるのでをりますが，この蜘蛛は•化 
してな蟲でないといふ事をよ <知つておいていたごきたいと思ふのでをりま 
す0こんな事は小學校の生徒でも理科を習つたお方はよく御存じ〇啓でありま 
すが.案タト大人の方々に蜘蛛と忌蟲を混同なさつでゐる方が多いやうに見受け 
られるのであります0 

では顿1蛛と展蟲とはどこが違つてねるかといひますと，いろんな點にがで巧 
異しておりますが，嚴も大切な擧は昆蟲の脚は六本であるが蜘蛛の脚は八本あ 
るといふ事であります0をして义蜘味の體には頭と胸の蝶がなし所謂頭胸部 
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といふ一 •つの部分に融合して ねる のでをりま して， をこからは多くの屈蟲のや 
うに化して飛ぶための翅が巧てゐない〇でありまず 0併し 蜘蛛には腹部下面の 
おおに近いホに通常互對の妨績器宫と呼ぶ絲を曲ず巧があっで，皆さん御承知 
のあの立派な網を張ることが曲來るのであります0 

蜘蛛の嫌ひな お 方も，夏の夕秋の農に.ホ ニグモやデョ ラウ グモ 等ががつ せ 
と網を張つでねる様子をじっと御鐵になると，必ずや蜘蛛に就て一趣の興味を 
惹かれる に 違ひないと 思ふので をります 0 アルフレッド*ブルースと 云 ふ 人が 
切れても張る蜘蛛の娘氣に蠻整辞起したといふ話がありますが，卵から出たて 
の顯微銳でも見なければわからぬやうな小さな蜘蛛のがが，生れ乍らにしてあ 
の複雜な綱を，而も空中で，立派に張りわたすことの出來る技能を持ってねる 
といふ事は，萬物〇靈長をなて謗る我々人間の智惠をなてしても，到底想像も 
っかぬ所であります0 

颗光の退治した止蜘蛛には目が S っあったと云ひましをが，本當の蜘蛛には 
更に眼の數が 《いので ありましで， ホニグ带.コガネグモ • ず 3 ラウ グモ.ハ 
へ トリ グモ等の普通の蜘蛛はみんな八個の脈を持つ てねるので あります。中に 
は六脈の蜘蛛も巧當にあり，四眼，二眼，時には無眼の蜘蛛もあると云はれて 
ねますが.八贩の蜘蛛に較べるとはるかに種類が少 いので あります 0 

これ等の販はをて所謂單眼で、ありま ' L て，蜘蛛は化して晶蟲のやうに複眼と 
呼ぶ脈を持つてゐないのであります。 

颗光の退治した S っ目の怪物はちふまでもなく本當の蜘蛛でない事は明らか 
でをりますが，をがにしても贩の夕い軍に着脈されてゐる點は大いに敬意を表 
ずべ t だと思ふのでありまず。私の考では恐ら< この±蜘蛛とをふのは若屋の 
中に巢くってねわ山賊の事で，人通り稀な山中に蜘蛛の避:のやうに網を張りわ 
をして旅人を襲擊した所から斯< 呼ばれたのではないかと思ふのであります。 

蜘蛛に關する傅說並に蜘蛛と践歸の比較はが上に留めまして，が下蜘蛛〇習 
性に就てお話申上る事にします0 
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蜘蛛は巧蟲ををとするものでをります。從つて蜘蛛は度蟲の棲んでねる巧に 
は殆ど何おにでもがんでねるとおへて莲まへありません。即ち南北の兩極地方 
にもをれば熱帶の林地 • 巧原ゥ砂蕊等にもホをんでぬます。或は又'巧澤 • 河湖 • 
海岸の澗紋附近にもがむかと,恩へばホ海叛數千米の高山の®上にも礫んでゐま 
す。これを又--地方に就て云へば，地上 • 地中。を中 • 樹上 • 氷上 • 水中•樹 
皮下 • 展內 • 粗こ下。も-下 • 座巧の中，押入の中等何處として蜘蛛の生存してね 
ない所がないのであります。 

おはがて乾が〇中で學化求記錄の蜘蝶の妍種を赞见した事があります P 勿論 
霜がの中で蜘蛛がねないかと探したわけでありません。ぶ人と一生懸命話しこ 
んでむた時，おの巧筋を道ひ廻つて困る•ものがあるので，何氣な < 補へてみま 
した巧，をれがまだ學巧に知られてねない珍品であつたのでず0これは私が蜘 
蛛の研究を始めてからの面白いェピソードの一つでありますが，蜘蛛の棲息場 
所の例としてお話巾上た次第であります。 

水中には蜘蛛が秘んでねないと思はれてねまずが，ち名なミブグモと云ふの 
は淡水中に生沉するものであります。この蜘蛛は外國ではシベリァ及び歐洲の 
化部中部に棲んでねる事は前から知られてねましたが，日本でも昭和五年に吉 
澤覺文と云ふ人がこれを京都で發見して當時の新聞紙を娠は、したものであり 
ます^ミダグモは水中に巢を造り，水中で產卵をし，水中で巧蜘蛛をも育てる 
といふ奇拔な習性を持つてぬるからでありまず。而らばどうしてミプグモは水 
中で生活曲來るか，ちふまでもな <蜘蛛はをて空氣呼吸をする動物でありま 
す。ミダグモも矢張りを氣を呼吸してねます。と云へば非常に不思議に思はれ 
るでありませうが其のから < りはこうなのであります0 

ホ:づ親蜘蛛は海女の如く氷中に潜つては水藻等の間に目の細かい鐘狀の網を 
造るのです レ をしてをれが完成すると，蜘蛛は一生懸命に氷上から空氣を運ん 
で其の鐘の中に蓄へるのであります0果して而らばどうして其〇空氣を運ぶか 
といふ問題になりますが，をこ力;我々の大いに感•じ、させられる點でありまし 
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て，蜘蛛はをれを腹部や脚に生えてねる毛の閒につけて運ぶのであります〇郞 
ち水中に潜りこんでは體毛の間に附着してゐるを氣を脚で婦き落して鐘の中に 
入れるのであります0勿論をれはほんの小轟づ、ではありませうが，ミダグモ 
は根氣よくをれを繰り返すのです0をしてつひには鐘狀の網〇中に澤山空氣を 
蓄へる審にが巧するのであります。 

こうしてミブグをは水底に樂しい家庭を遮つで一家仲よく生活する©であり 
ます0炎:天燒< がかき夏の日，地上では人々がげしづ < になつて働いてねる 
頃•ミゾグモは凉しい顏をして浮世離れた水底の生活を樂しんでねる〇であり 
ます0か何なる王侯貴族とちへどもこの眞似が出來ませう力 >，實に蒙しい限り 
ではありませんか。 

ミダグモに次いで變つた生活を營んでむるのはトタテグモ〇類であります0 
この類の蜘踩は全部網を張らないで，地中义は樹上等に圓簡狀〇袋を造り，晝 
間は其の中に解んでねて，夜になるとこつをり巧かけて昆蟲を補食するといふ 
面白い習性を持つてねるのでありまず0而も其〇住居〇入口には必ず蝶番によ 
つて圓形の戶蓋がつけられてねるのでありまして，これがためにトタテグモの 
和名がついたのでをります。 

ホづ關萊から南九州の鹿兒瓷までみホしてゐるキシノウへトタテグモと云ふ 
種類は，原野にでも林地にでも棲むものでありまして，日當りのよい傾斜地等 
でよ < を意して探すとな々にして見つかるものであります0現在私の住つてゐ 
る東京巧內の纔野川邊でも，緣の下等で樂にこの蜘錄の住居を見つける事が出 
ホます。晝間住居を訪れて扉を閒けやうとすると一寸手應へがあるやうに感じ 
ます0これは中に入つてねる蜘蛛が脚で扉を內方へ弓 I つぱつてねるからであり 
ます〇こ.うして外敵の侵入を巧いでねるのでありますが，もしかムヵデ等の大 
敵が不意打に侵入して來た場合に具へて，住居の中に隱れ場巧叉は逃げ道を速 
つてむる場合もあります〇 

同じくトタテグモ科で中都が西にはキノボリトタテグモといふ樹上に生活ず 
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る種類が鶴んでをます0を居は矢張り圓简狀の袋でありまず力;.大きさはヵヒ 
コの藤位で，風雨を凌ぐために袋の喪打が極めて丈夫にされてねます。をい神 
尉:佛關等〇境內で，を木の樹を上をよ <調查すると，雜類のをえでねるやうな 
所に時を まこの化 居を見つける事が出來ます。 

九州から琉巧へ巧< と原姑的な蜘蛛の一穂として世巧に有名なキムラグモが 
棲んでゐます。これはトタテグモの伸間でありますが，この細蛛の腹部にな爲 
蟲のやうな環節の跡が明瞭に殘つてむるのであります。蜘蛛の腹部に環節の跡 
があるといふ事は，蜘蛛が進化の過程にがて體節動物から發達しをことを物語 
るものでありまして，これがために學術上世み的に有名に なつて ゐるのであり 
ます 0 —丸二〇年木村有香先生が鹿兒島で初めて發見なされたのでキムラグモ 
のあがついたのであります9 

トタテ グモ によ <似た蜘蛛に皆機よく御承知のデ グモと 云ふのがあります。 
デグモ i : ミ ふ名前でおわかりにならない方 もフクログモ • ツチグモ •ハラ ネリ 
グモ • ゲンジグモ•サム ライ グモ •カ ン ペイ グモ • アナグモ • ブボブボ 等の方 
言を中上る と， を、をれかと お 思ひになるちもをらうと思ひますが，よく垣狼 
•樹〇粮元等に長い袋を造つて其〇中に棲んでねる種類であり棄す。この蜘蛛 
のな居がトタテグモの住居と異つてゐる點は，袋がはるかに長く地上に出てな 
る事と，化して戶蓋と呼ぶべき特殊な構造物がな<，上部は巧ホ第に細くなつ 
て牌ぢでゐるに過ぎない事でありまず。 

トタテグモのやうに雌が夜か出する事が少く，日夜管のやに居住してねるや 
うであります0これから暫くの閒卽ち梅雨期の頃には， 一つのを 居の中に雄と 
雌の 入つてね るのを採集する事が出ホますが，八巧な後になると歹台ど稚を見つ 
ける事が出來ません0これは其の頃になるとみんな淮が雌に食ひ殺されてしま 
ふからであります0何と恐ろしい雌ではありませんか。他の蜘蛛にもこれと巧 
じやうな運命に降る雄力;澤化ありまず0 

デグモの食物はミミズ•ハへ•アリ其他の小動物で，をれ等を上頭で引込 
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み體液を吸ふとタト蠻につけておきまず0排泄物は上部の口から外に巧つてし 
たり時には化居の壁を破つてかへ用達しすると云はれ，住居の內部はいつも 
きれいであります。卵囊は地中部〇装の中に造られ，搬つをか蛛は翌春云巧親 
の库居を辭して旅におる〇であります。 

こ、で一寸蜘蛛のが〇初旅に就てお話申上ておきたいと思ひますが，よく蜘 
蛛のかを散らすやうにと云はれるあの小さな多數のか蛛が遠くへ散らばるには 
どういふち法をとるかとちひますと.をて巧な空中飛行に依るのでをります0 
卽ち適當な高さの樹の楷等に上りついたが蛛はおがを上にして統績器をから多 
數の細い絲を空中に巧つてはき出します〇この細い絲をゴツサマーと云ひます 
力':，極めて比重の小さいものでをりますから適當な氣流にお會ふと蜘蛛〇體も 
ろともに上空にまひ上る。であります0從つて蜘蛛は一たん地上物を離れると 
如何なる-輕業師も眞似る事のお來ない空中の綱渡りを溃じ乍ら遠<へ流されて 
ゆくことになります〇もし人閒のモがこのやうな輕業を演じたとすればどうな 
りませう。其の時の事を考へれば，爛漫たる齋の上空を細い絲を操り乍ら飛ん 
でゆ<か蛛の得恵さを想像お來るではありませんか。 

このやうに氣流に乘つて空中を飛巧するのは獨り仔蛛ばかりではなく時には 
相當大きな親蛛も飛巧に依つて移動するものでありまず。 

皆•様の中には蜘蛛と云へは•を網を張るものとお考へになつてねたホがおあり 
かも知れませんが.只今お話中上たトタテグモやデグモのやうに全然蟲を捕へ 
るための網を張らない種類が尙この他にも澤山をります0皆採のわ家のお座敷: 
や壊の上等で巧に®を姉へてねる八へトリグモをよ <御|鍵になる事があるでせ 
う0をれ等はこ ( D — 例で. ありまず。 

トダ テグモやデグモをを化離れた隱遞的な生活をしてねるものと致します 
と，生れるから死ぬまで一生魅をを索めて流浪の旅を鎭けてむるドクグモやハ 
シリグモの仲間もあります0ドクグモ類は一ぶコモリグモとも云はれ，を先か 
ら田圃や丘の上をおおに丸い卯〇囊をつけてをり廻つてねますが，やがて其の 



( 6 い 


卯からか蛛が S 晦 f ヒすると，其のが蛛が一人旅の出來るまで自分の腹の上にのせ 
て，又愉快さうにをり廻つてねます。母錠愛を持つを蜘蝶の代お證と云ふべき 
でありませう。との他植物の葉や化の中に潜んで？立て巧に蟲を捕へるハナグ 
モ.カニグモ。アダチグモ等の習性にも面白いものがあります。 

カ ニ グモ と云 ふ 蜘蛛は大變形が蟹に よ < 拟てゐるので 力 三 グモと 云はれる の 
でありますが，この蜘蛛と同じ仲閒に鳥の糞に化けてゐて蝶を辅へるとをふ大 
變奇拔な習性を持つたフリナラクネとをふ蜘蛛があります。其の形と云 ひ 色と 
ミ:ひを < 小鳥の糞にそつ < りな〇であります0额め てこの 獅蛛を離見しをのは 
ホー ブスと いふ 蝶の學者でありますが， この 人は或年の ことジャバ 島へ自みの 
專門とする蝶の坪:集におかけたのです。 この 邊には鳥糞のついてゐる樹葉に か 
みにくる蝶が大變に多いのでず力;，ホー ブス 巧は この 蝶を或樹木の葉上に蠻見 
して靜かに近よつて巧つた所一向に逃げやうとしないのです。す思議に思つて 
手を差延べた所安々とお目へる事が化來ました。これは义不思議と思つをので よ 
<調べて みますと， ず々と 補へられをのも道理ではをりません 力、 このブリナ 
ラクネといふ蜘蛛が鳥糞に化けてホーブス氏よりもをにこの蝶を補へてむたの 
でありました 〇こ れが世界に有あなフリナラクネ蛛發見の最初でありますが， 
最近になつて日本からもこれと同屬〇蜘蛛が S 種も發見されてゐます。 

シヤクトリムシが樹の枝に擬態してねてドビンワリの異名のある事は皆様と 
つ<から御承知の事とぶひまずが，このフリずラクネ蛛の如きははるかにドビ 
ンワリな上の擬態のよい例ではありませんか。この他アリの形をしてアリの巢 
に混れこみアリの卵を盜み去るといふ非常にずるいアリグモの習性等も面白い 
ものでありますが，今日は時閒の關係上ぉ話する事が曲來ません。 

ずるい蜘蛛とちへばアリグモ〇他にもつと面白い智性を持つたキサフラフグ 
モとちふのがあります0この蜘蛛は义シヤクャグモとも云はれ，ホニグモやク 
サグモ等の網の一部を閒僧りして生活してゐるのであります。 

年サフラフグモは自分で網を張る技能を持つてゐないかと云ふとそうではを 
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りません。網を張らうと思へば張る事がお來るのですがどうした事か一巧に進 
んで網を張らうとはせずに必ず自分よりも大きな蜘蛛の網の隅の方へ侵人して 
いって.其所をあたかも自みの網のやうにして生’巧してねるのであります〇先 
づ人間で云へば間借か借家でありませう力 S ， この蜘蛛化して家實も間代も彿ふ 
のであ！:'ませんから.キサフラフグモのをが最も適してねると,恩ふのでありま 
す。尙不思議な幕に，網を張る蜘蛛は大抵網への俊入者に對して猛然と製ひか 
かるものでをりまず力;，このキサフラフグモが入つて來てもかしてこれを追っ 
ぱらふとほしない〇であります。ホニグをといふ恐ろしい名を持っを蜘蛛でも 
この小さなキサフラフグモのと、臟の强さにはモ出しがお來ないのかとぶふと一 
寸吹き出さずにはおられないじやありませんか。 

が A は大體網を張らない蜘蛛に就てお話中上たのでありまずう;，網を張る蜘 
蛛の習性にも勿論よりが上に面白い智性を持っをものが澤山あります。 

一口に蜘蛛の網と云ってもを々な種類があるのでありまして，皆様よく麵を 
知のあのォニグモの張る丸網の如きは巧輿の一例に過ぎないのでありまして， 
この他お皿を伏せたやうな形の皿網，夜店を把したやうな形の店綱雜のやう 
な形をした龜網.扇を搬げたやうなおの撮網等赞に變化に富んでむるものであ 
ります0皿網の中に樓んでゐる蜘蛛をサラグモ，店網を造ってなる蜘蛛をタナ 
グモ，扇網を遮ってねる蜘蛛をァフギグモと呼ぶのでありまして，何れもこれ 
からの庭闆义は野外にがて觀察のお來るものばかりでありますから.よくを意 
してお調べ願ひをいと思ふのでありまず 0 

これからは段々と暑さの加はる季節になります力;，朝早く起きてお庭を散歩 
する事等は健康上からもよい事でありますが，さうした時によく御を愈なされ 
ると，丸いホニグモの網が蜘蛛によっで實に手際よくた、まれてゆくのを見受 
けることがあります0あたかも人間が狡張をを、む畴のやうです。ォニグモは 
夕方おで、網を張り，駿にはをれをた、んで惜し氣もなくをれを抢て、しまふ 
狸臂を持ってゐるのでをりまして，其のた、み方をよく見てわると實に巧妙な 
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のに感と、させられてしまふものであります〇 

九巧十巧頃に澤山おて< るずョラウグモの丸網も大變大き < て立派なもので 
をりますが，この蜘诛はホニグモ〇やうに彼底かな網を張り直すやうな事は致 
しません。俳し時々破れを部かを修籍するのは誰でも觀察する事が出來ます。 
何れにしても感心なも〇ではありま‘をんか0 

斯くの如くにを話してまいりますと，蜘蛛の習性も中々面白いものである事 
がおわかりになつた•事と思ひますが，どうかこれからは今まで蜘蛛の嫌ひであ 
つたホ々も，一つ見ホを變へで，研究的な遮度でお調べになつていたごきたい 
と巧、ふのでをりまず。 

蜘蛛は晶蟲のやうに窒內で狗つてみる事は素人の方には一寸難しい事であり 
ますが，ことさらに飼育しな< とも，お庭や家の巧タトに澤山ねるものでありま 
すから，只注意して觀察さへすれば，を々と珍らしい事が發見出來るとぶふの 
であります0 

尙、詳し <形を調べるために標本になさりをい時には八十乃至九十％のアルコ 
1ルの中に入れて保をしておきますと，何時でも出して調べる事が出來ます0 
最後に^言クけ加へてお話申上でおきたい事は，蜘蛛は人生にとつで大した 
利蒂のない動物であるかのやうに思はれてゐますが，これは大いなる誤りであ 
りまして，蜘蛛は實に摧業上大切な益蟲なのであります。勿論蜘蛛は人家の中‘ 
に诞くつたり，網に益蟲でをるトンボ等のか、る事がありますから，こうした 
踢合には害蟲ともをはれませう力;，蜘雜が林地 • 革原 • 巧酬等にがて農業上の 
蒂蟲を柿食する數は實に莫大なものでありまして，到底二云の益蟲を捕へる事 
をがて利害プラスマイナスゼロとするに忍びないものがあるのであります〇こ 
の點から考へましても，今を蜘蛛の研究を大いに盛ならしむる必耍があると,思 
ふのであります〇 

まだまだ澤山お話申上たい事があります力時間がまいりましたので又の機 
會にゆずる事に致します。 



